
 

研究概要 

私の専門は学習心理学です。心理学における

「学習」とは、私たちヒトを含む様々な生物が、経験

により行動を変化させることを指します。幅広い生

物に共有されている学習のメカニズムを、実験を通

じ明らかにするのが私の研究テーマです。多くの生

物が共有している条件づけという単純な学習システ

ムや、私たちヒトが得意とする因果推論などの高度

な学習メカニズムについて、幅広く研究しています。 

また、動物とふれあうことで得られるポジティブな

効果、アニマルセラピーについても研究しています。

ペットとのふれあい、水族館や動物園での経験、ペ

ットに似たロボットとのかかわりなど、様々な形での

動物とのふれあいがどのような心理的変化をもたら

すのかについて研究を行っています。 
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研究テーマ 

1.関係性学習に関する研究 

 ヒトや動物は様々な経験を通じて、複数

の事象を関係づけ、それに伴って行動を変

化させます(関係性学習)。古典的条件づ

け、オペラント条件づけなどは数多くの動

物に共通してみられる代表的な関係性学習

です。また、二つの出来事の生起がどれく

らい関連しているかを判断する随伴性判断

や、特定の出来事の原因を推測する因果推

論は、私たちが日常的に行っている関係性

学習です。この関係性学習がどのようなメ

カニズムで生じるのか、どのような条件下

で生じ、どのように利用できるのかを明ら

かにするのが大きな研究テーマです。 

 関係性学習では、２つの事象、例えばA

とBとの関係は、この２つだけで決まるの

ではなく、CとBとの関係や、AとDとの関係

など、2つの事象以外の他の事象との関係

にも影響されます。このような現象は、あ

たかも事象(刺激)が関係を競い合っている

ように見えるため、刺激競合と呼ばれま

す。この刺激競合現象はヒトだけでなく、

様々な動物の学習にも広く見られます。現

在の主要な研究テーマの一つが、この刺激

競合現象のメカニズムを様々な実験を工夫

して明らかにするというものです。 

 

2.アニマルセラピーの効果に関する研究 

 可愛い動物とふれあって癒されたことが

あるひとは多いと思います。この、動物と

のふれあいがもたらす癒しの効果とはどの

ようなものか、なぜ起こるのかを、実験に

より明らかにしようとしています。実際に

大型犬とふれあうことでどのような効果が

生じるのか、水族館での経験にはどのよう

な効果があるのか、動物から得られる癒し

生物の学習メカニズムの解明と動物とのふれあいがもたらすポジティブな効果の検証 
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は、ほかのさまざまな経験から得られる癒

しとどのように似ておりどのような点で異

なるのか、ペットを模したロボットや、画

面内でふれあうことのできるペット(ヴァ

ーチャルペット)は、動物とのふれあいと

同様の効果を持つのか、など、様々な観点

からアニマルセラピーの効果を検証してい

ます。 
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趣味 

 研究、ブラジリアン柔術、愛犬とふれあう、楽器(Bass)演奏、読書(マンガ含む)、他にもいろいろ 

 

ゼミの宣伝 

 ゼミでは学習心理学とアニマルセラピー、二つのテーマを取り扱います。ゼミには和気あいあいと

楽しく参加してもらいたいと思いますが、勉強するとき、研究するときにはスイッチを切り替えて、真

剣に取り組んでください。普段は力を抜いていてもやるときにはしっかりやる、という姿勢で、メリハ

リを利かせた学生生活を送りましょう！ 


